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診療放射線室 

Radiology 
 

 医師 2 名、放射線技師 4 名で、画像診断全般、IVR、放射線治療を担当している。 

研究では、放射線防護剤の新たな投与法の開発に関する研究を行っている。 

 人事異動については以下の通りである。 

2003 年 12 月に畠中講師が九州大学病院放射線科の講師として転出した。 

2004 年 1 月に福谷龍郎が国立大分病院から講師として着任した。 

2003 年 7 月に肥塚技官が河野脳神経外科病院に転出した。 

2003 年 8 月に堀田佳代が技官として着任した。 

 

A. 肝臓癌に対するリザーバーを用いた肝動注化学療法に関する研究 

 肝臓癌(転移性肝癌、原発性肝癌)に対する治療の 1 つにリザーバーを用いた肝動注

化学療法がある。これは、大腿部皮下に埋め込んだリザーバーという器具より、肝動

脈に留置したカテーテルを介して、直接肝臓の動脈に抗癌剤を投与する治療法である。

本法は確立された手技ではあるが、カテーテルの閉塞などの合併症が少数ながら起こ

りうる。これらの合併症に対する対策を検討している。 

 

B. 放射線防護剤の新たな投与法の開発 



 放射線防護剤に関する研究は現在まで多数行われてきたが、従来の全身投与法では

安全域が狭く臨床応用は困難であった。我々は実験動物を用いて、IVR 手技を応用し

たより安全な局所投与法の開発を行っている。 
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